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第９回森林遺伝育種学会シンポジウム

マツ材線虫病の理解は
どこまで進んだのか？

日 時：2020年11月13日（金）13:00 - 16:30
場 所：オンライン開催
参加費：無料（事前申込み制。会員ほか，一般の方のご参加を歓迎致します。）
参加申込み方法：10月30日までにGoogle form（https://forms.gle/jM1uv4Xv8Mzg2c7v8; 右上のQRL
コードからもアクセスできます）より，ご氏名・ご所属・メールアドレスを事前にご登録ください。登録が完了
した方には，後日オンライン会場へのアクセス方法をメールでご案内致します。

1.マツノザイセンチュウの病原性と病原力の理解は
どこまで進んだのか？
新屋良治（明治大学農学部・JSTさきがけ）

2.宿主−病原体間相互作用の視点からマツ材線虫病発病
メカニズムを考える
山口莉未（九州大学大学院生物資源環境科学府）

3.マツノザイセンチュウ抵抗性マツをどう使うか？
松永孝治（森林総合研究所林木育種センター九州育種場）

4.マツ材線虫病被害・防除の現状と将来展望
中村克典（森林総合研究所東北支所）

連絡先
石栗 太（宇都宮大学農学部 ishiguri@cc.utsunomiya-u.ac.jp）
阪口 翔太（京都大学地球環境学堂 sakaguchi.shota.6a@kyoto-u.ac.jp）


